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あらまし：情報発信・獲得の場としてソーシャルメディアが活用される機会が増加しているが，フェイク

やデマも多数混在している．ゆえに，記事の信憑性の見極めが重要だが，未熟者にとって容易ではない．

本研究では，記事に対する他者の意見動向に注目したフェイク記事の見極め経験促進手法の実現を目指す．

本稿では，主に，見極め経験促進手法の枠組み，および，引用に着目したフェイク情報とそれに関連する

記事の抽出について述べる． 
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1. はじめに 

ソーシャルメディアを用いた情報発信が盛んにな

り，投稿容易性ゆえに個人が投稿した記事が有力な

情報源となる場面が増えてきている．しかし同時に，

有用な情報の中に紛れて，事実とは異なるフェイク

やデマが多数混在している．そのため，記事の真偽

の見極めが重要である．しかし，ソーシャルメディ

ア記事の信憑性の見極めの体得には経験が必要であ

るため，疑う経験の乏しい未熟者自らが行うのは難

しい実状がある．教育機関では，ソーシャルメディ

アの利用方法に関する指導がなされているが，いず

れも注意事項の教示や心構えの指導に止まっている

現状にある． 

これに対して，フェイク情報の自動判定手法，ソ

ーシャルメディア記事を対象とした情報推薦などの

研究が報告されている．例えば，ソーシャルメディ

アを用いたデマ判定システム（1）では，デマと思われ

る情報を収集し，デマの判定後，拡散防止の為に公

知する．フェイクニュース収集システム（2）では，多

言語に対応する形でフェイクニュースの候補の自動

収集を試みている．しかし，これら既存研究は，フ

ェイク記事の獲得自体に主眼を置くものであり，未

熟者によるフェイク情報見極め経験の促進に対して

は，十分に有効とは言えない．ゆえに，未熟者によ

る有意義な見極め経験を可能にするための支援方法

が必要と言える． 

本研究では，フェイクの可能性のある記事を訂正

記事と共に抽出し，それらに対する「他者の反応」

を意見動向別に自動的に整理・蓄積する手法を開発

する．これら切っ掛け情報を経験状況に応じて未熟

者に提示することで，フェイク記事の見極め経験を

促進する新たな支援の実現を目指す． 

 

2. 問題点と方針 

未熟者によるソーシャルメディア上の記事の真偽

見極めにおける問題のうち，以下に焦点をあてる． 

（問題点 1）ソーシャルメディア上の多数の記事の

中で，フェイクを疑うべき記事を選別することが難

しいこと． 

（問題点 2）記事の信憑性を判断する上で，「その記

事に対する他者の見方」が貴重な材料となり得るが，

未熟者は自身が注目する記事に対する他者の意見と

その動向を把握することが難しいこと． 

（問題点 3）未熟者は，記事の信憑性を見極める試

行錯誤を現実的に経験することが難しいこと． 

 

上記の問題点に対して，本研究では，まず，訂正

記事の分析に基づいてフェイク記事候補を抽出する

手法を開発する（問題点 1への対応）． 

次に，記事に対する他者の反応を意見動向別に体

系化する手法を開発する（問題点 2への対応）． 

さらに，提示する切っ掛け情報を経験状況に応じ

て増減させる能力育成方法を開発する（問題点 3への

対応）．
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図 1 フェイク記事見極め経験促進の概要 

 

これらの手法を導入し，フェイクを疑うべき記事

の候補，および，それに対する他者の意見動向を，

経験レベルに応じて未熟者に提示するシステムを実

装することにより，ソーシャルメディア記事の真偽

の見極めを未熟者自身に実際的に行わせる経験促進

方法を開発する． 

 

3. フェイク情報見極め経験の促進 

本研究では，未熟者自らがソーシャルメディア記

事の見極めを試みる際の切っ掛けとして，「記事に対

する他者の見方，意見動向」に着目する．特に，ソ

ーシャルメディア上の多数の記事の中でフェイクを

疑うべき記事の候補，それに対する他者の意見動向

を自動的に抽出し，経験レベルに応じて未熟者に提

示する．つまり，「余計なハードルを軽減しつつ，切

っ掛けを提供して，ファクトチェックを実際に行え

るようにする」方針で，フェイク記事見極め経験の

促進を狙う．支援の概要を図 1に示す． 

 

4. フェイク記事候補抽出 

4.1 フェイク情報の訂正記事の抽出 

本研究では，日本語で投稿されたツイートを対象

とし，Twitter APIを介して Twitterからフェイク情報

を訂正しているツイートを収集する．具体的には，

まず，村山ら（2）が調査したフェイクパターンをもと

に，フェイク情報を訂正するためによく使われてい

る「デマ｜フェイク｜フェイクニュース｜間違い｜

信じない｜拡散しない」などの単語を情報訂正ワー

ド群として設定する．これらの情報訂正ワード群が

含まれているツイートをフェイク情報の訂正記事と

して収集する． 

4.2 URLを含む記事の抽出 

フェイク情報の訂正は，フェイク情報を含んだ記

事に対して，引用の機能を利用して行われることが

多い．すなわち，ツイートの引用元がフェイク情報

を含む記事の可能性が高いと考えられる．そのため，

収集したフェイク情報訂正ツイートのうち，URLを

含む記事は，リンク先の記事を抽出する． 

4.3 リプライ先の記事の抽出 

あるツイートがフェイク情報である場合，引用だ

けでなく，直接リプライで訂正することも多い．す

なわち，訂正ツイートのリプライ先がフェイク情報

を含む記事の可能性が高いと考えられる．そのため，

収集したフェイク情報訂正ツイートが付随するツイ

ートに着目し，リプライ先にあたるツイートを収集

する． 

4.4 フェイク記事候補の提示 

抽出したフェイク情報候補に付随する情報として，

返信投稿やリンクを再帰的に抽出する．抽出した

個々の投稿記事を肯定的・否定的といった意見動向

別に分類する．抽出した各記事は返信・引用関係に

より紐づけし，時系列順に整理した形で提示する．

このとき，類似した内容の記事は，まとめて提示す

る．これにより，フェイク記事候補に関する他者の

意見動向を比較しやすい形で提示することが可能に

なる． 

 

5. おわりに 

本稿では，フェイク情報を疑う経験の積み重ねの

ための支援の枠組みについて述べた．また，訂正記

事の引用に注目してフェイク情報候補を抽出する

手法について述べた． 

今後は，実際のデータを用いた検証を重ね，候補

記事抽出，他者反応の体系化手法の検討を進めたい．  
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